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「
16
人
に
１
人
が
一
生
涯
に
一
度
は
発
病
す

る
」と
い
う
が
ん
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
に
多
い
が

ん
っ
て
何
か
分
か
り
ま
す
か
？

　

答
え
は『
乳
が
ん
』で
す
。

▼
最
近
の
乳
が
ん
の
動
向

　

乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
に
も
っ
と
も
多
く
見

ら
れ
る
が
ん
で
す
。

　

数
年
前
ま
で
は
20
人
に
１
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、最
近
の
デ
ー
タ
で
は「
16
人
に
１
人
が

一
生
涯
に
一
度
は
発
病
す
る
」と
い
わ
れ
て
お
り
、

増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。亡
く
な
る

方
も
年
に
１
万
人
を
超
え
、増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
30
代
後
半
か
ら
増
え
始
め
、
40
代
後

半
か
ら
60
代
に
最
も
多
く
な
り
ま
す
。若
い
世
代

か
ら
発
症
す
る
の
が
特
徴
で
す
。平
成
23
年
度
に

町
で
実
施
し
た
検
診
で
も
、
３
人
の
方
に
乳
が
ん

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。（
60
代
２
人
、70
代
１
人
）

　

が
ん
の
大
き
さ
が
２
㌢
以
下
で
、転
移
が
見
ら
れ

な
い
場
合
が
早
期
と
い
わ
れ
、早
期
発
見
で
き
れ
ば

９
割
以
上
の
人
が
治
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に


乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

国
の
指
針
で
は
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

２
年
に
１
回
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
視
触
診
、
問

今月の保健師
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自
分
の
体
は
自
分
で
守
る

診
と
定
め
て
い
ま
す
。町
で
も
そ
れ
に
準
じ
て
、

２
年
に
１
回
の
乳
が
ん
検
診
を
自
己
負
担
１
千

円
で
実
施
し
て
い
て
、
毎
年
２
０
０
人
前
後
の
利

用
が
あ
り
ま
す
。（
今
年
度
の
助
成
は
偶
数
月
生
ま

れ
の
方
で
す
）

�

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
を

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
は
、乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診
の
普
及
を
図
る
目
的
で
、
21
年
度
か
ら
５
年

計
画
で
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
、前
年
度
年
齢
で
40
・
45
・
50
・
55
・
60

歳
の
方
に
、
４
月
の
時
点
で
個
別
に
乳
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
、
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
率
は
年
25
％
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。


そ
し
て
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

40
代
な
ど
乳
腺
の
活
動
が
活
発
な
若
い
女
性

の
場
合
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
乳
が
ん
を
見
つ

け
に
く
く
、超
音
波
を
勧
め
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、
乳
が
ん
は
唯
一
、
自

己
検
診
が
可
能
な
が
ん
で
す
。手
軽
に
で
き
る
の

で
、ぜ
ひ
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
乳
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

乳
が
ん
は
多
く
の
場
合
、
乳
房
の
中
に
硬
く
て

痛
み
の
な
い
小
さ
な
し
こ
り
が
で
き
ま
す
。毎

月
、
生
理
が
始
ま
っ
て
１
週
間
後
く
ら
い
、
閉
経

後
は
日
を
決
め
て
、
し
こ
り
が
で
き
て
い
な
い
か

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

両
腕
を
下
げ
た
と
き
、
そ
し
て
上
げ
た
と
き
、

乳
房
の
ど
こ
か
に
く
ぼ
み
、
ひ
き
つ
れ
、
へ
こ

み
、た
だ
れ
は
な
い
か
、前
・
横
・
斜
め
を
鏡
に
映

し
て
よ
く
見
ま
し
ょ
う
。

②�

あ
お
む
け
に
寝
て
、
乳
房
が
垂
れ
ず
胸
の
上
に

田
た

中
なか

　悠
ゆう

也
や

 ちゃん松
まつ

丸
まる

　瑞
みず

奈
な

 ちゃん

平
均
に
広
が
る
よ
う
に
、
背
中
に
座
布
団
を
敷

き
ま
す
。片
方
ず
つ
、
反
対
側
の
指
の
腹
で
軽

く
圧
迫
し
て
、
満
遍
な
く
触
れ
て
み
ま
す
。乳

房
を
指
先
で
つ
ま
む
よ
う
に
す
る
と
、
異
常
が

な
く
て
も
し
こ
り
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
ら
、

必
ず
指
の
腹
で
探
っ
て
く
だ
さ
い
。

③�

起
き
上
が
り
、
左
右
の
乳
首
を
軽
く
つ
ま
み
、

乳
を
絞
り
出
す
よ
う
に
し
て
、
血
の
よ
う
な
異

常
な
液
が
出
な
い
か
調
べ
ま
す
。

　

自
分
で
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
る
か
、
ど
ん
な
も

の
か
不
安
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。乳
が
ん
検
診
の
医

師
の
触
診
を
き
っ
か
け
に
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を

習
慣
化
し
て
み
て
も
い
い
で
す
ね
。

▼
乳
が
ん
に
特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
方

①�

家
族（
祖
母
・
母
・
姉
妹
）が
乳
が
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

②
乳
腺
疾
患
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

③
高
齢
初
産（
30
歳
以
上
）、ま
た
は
出
産
歴
が
な
い
。

④�

初
潮
が
早
く（
11
歳
以
下
）閉
経
が
遅
い（
55
歳
以
上
）

⑤
閉
経
後
の
肥
満

⑥�

長
期
間（
10
年
以
上
）ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法（
更
年

期
障
害
の
治
療
）を
受
け
て
い
る
。

▼
今
後
の
検
診
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

12
月
４
日
㈫
・
５
日
㈬
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、乳

が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
釧
路
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
通
年
、
各
種

個
別
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。対
象
者
に
は
助

成
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
推
進

係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

歯ピカ表彰式
　町では、３歳児健診でむし歯のなかったお子さ
んを毎年表彰しています。今年は９月１日に「歯ピ
カ表彰式」を行い、平成23年度の健診でむし歯のな
かったお子さんに、賞状と記念品が贈られました。
　弟子屈町の子どもたちのむし歯は年々減ってき
ていますが、全道や全国平均と比較するとまだま
だ多いのが現状です。また、むし歯が全くない子が

いる一方で、むし歯が何本もある子がいるという課題があります。
　町では、１歳６カ月児健診と３歳児健診で歯科健診を行っているほか、９・10カ月児相談で歯科指導を行っていま
す。また、毎月の乳幼児健診時（午前中）には、希望者にフッ素の塗布も行っています。
　中学生までに生えそろう歯は、一生の宝物です。小さいころから歯によい生活習慣を身につけて、大切にしてあげま
しょう。
❑�問い合わせ先／役場保健福祉課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

や
っ
た
ね
！
ピ
カ
ピ
カ
の
歯

大切な家を守るお手伝い
住宅の簡易耐震診断・耐震改修費補助金
　既存住宅の耐震化の促進を図り、地震発生時の住宅の倒壊などによる被害を軽減することを目的に、住宅の簡易耐
震診断と耐震改修費用の助成を行っています。対象は、町内の既存住宅（居住用で昭和56年５月31日以前に着工され
た住宅）です。

▼  耐震診断／既存住宅の地震に対する安全性について、図面と申し込みされた方からの聞き取りによって診断しま
す。診断料は無料です。

▼  耐震改修費の補助／耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断された既存住宅の耐震改修工事を行う方に対し、
その費用の一部を補助します。詳しい要件や手続き、補助額などについては、お問い合わせください。

▼申込期間／12月28日㈮まで。

住宅ローンの利子補給
　住宅建築や定住の促進、地域の振興を図ることを目的に、住宅の新築などを行うために金融機関から融資を受けた
方に対し、支払利子の一部を助成しています。対象は、町民の方や町外から移住されてくる方で、町内の業者を利用し
て住宅の新築・増築・改築・リフォームなどを行い、町の指定する金融機関から融資を受ける方です。
　自分の住宅を持ちたい、子どもが成長し手狭になってきた住宅を増築したい、老朽化してきた住宅をリフォームし
たいなど、さまざまなケースがあるかと思います。検討されている方がいらっしゃいましたら、お気軽にご相談くだ
さい。詳しい要件や手続き、補助額などについては、お問い合わせください。

住宅相談窓口
　下記のとおり「住宅相談窓口」を開設しています。
これから住宅を建てたい
現在お住まいの住宅建て替えやリフォームなどのアドバイス
住宅建築資金利子補給制度のご案内
など、有資格者がさまざまな相談に応じます。
　また、近年、悪質なリフォーム業者による被害が相次いでいると報道されています。大切な財産を守るため、また被
害に遭わないためにも、ぜひ住宅相談窓口をご利用ください。

▼受付時間／８時45分～17時30分（土・日曜日、祝日を除く）

▼開設場所／役場庁舎　中２階　住宅相談室
※建築担当者が不在の場合もありますので、事前に電話などでご連絡ください。日程の調整を図り、対応します。

問い合わせ先／役場建設課建設係・都市計画建築指導係☎４８２‐２９４１（課直通）


